
情報処理学会論文誌 Vol.55 No.1 115 (Jan. 2014)

特集「社会活動に協調する技術とネットワークサービス」の
編集にあたって

関 良明1,a)

コンピュータネットワークのグローバルな普及，情報メ

ディアの多様な発展，ネットワークサービスの拡大とそれ

にともなう各種脅威の発生など，社会における情報通信環

境は変化し続けている．また，近年スマートフォン等の携

帯端末が急速に普及し，新たなコラボレーションやネット

ワークサービスが登場し，情報セキュリティ等の問題も現

れてきた．社会活動を効率的に推進するための情報共有と，

情報資産を守るための情報セキュリティは表裏一体の関係

にあり，情報資産をただ守るだけでなく，組織やコミュニ

ティの強みとして情報を積極的に活用していくための研究

開発が重要と考えられる．たとえば，1)共通の仕事や目的

のために働く利用者のグループを支援し，共有作業環境の

ためのインタフェースを提供するコンピュータベースのグ

ループウェア，2)社会的なつながりをインターネット上に

形成する SNSを活用して，利用者の知識を共有する知識

共有ネットワーク，3)スマートフォン等の位置情報に関す

る行動の履歴情報の活用，4)コンピュータネットワーク

のリスクを利用者が正しく理解し，脅威を利用者がつねに

意識して行動する攻めのセキュリティなどを情報共有と情

報セキュリティの両面から見直す時期にきていると考えて

いる．

本特集では，このような状況認識から，私たちの社会・

地域，日常生活，ビジネス，教育・学習などさまざまな社

会活動の場面を，より安心・安全にする知見や技術，ネッ

トワークサービスの研究開発をいっそう推進していくこと

が求められると考え，時宜を得て迅速に関連する研究論文

を一括掲載することにより，社会に成果を公開し，グルー

プウェアとネットワークサービスに関する研究のいっそう

の発展に寄与することを目的とした．

本特集には 52件の論文が投稿された．2013年 4月に第

1回編集委員会を開催し，投稿論文が特集号のテーマに合

致しているかを審議し，52件を対象として査読を開始し

た．2013年 6月に第 2回編集委員会を，2013年 9月に第 3

回編集委員会を開催し，慎重な審議の結果，最終的に 19件
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の論文を採録した（採択率 37%）．レベルの高い論文が選

ばれたと考えられる．採択論文の内訳は，共有作業環境の

インタフェースを提供するグループウェア 8件，SNSなど

を活用した知識共有ネットワーク 6件，位置情報に関する

行動履歴の活用 3件，安心・安全にインターネットを利用

するためのセキュリティ 2件である．社会活動に協調する

技術とネットワークサービスに関する優れた論文を掲載す

ることができた．今回残念ながら不採録になった論文の中

にも興味深い内容の論文が多くあった．著者の皆様には，

ぜひとも研究を継続していただき，再投稿されることをお

願いしたい．

最後に特集号を編集にあたり，優れた多数の論文を投稿

していただいたすべての著者の貢献にお礼を申し上げた

い．また，予定通り発刊できたのは，多忙の中，短期間の

査読に協力いただいた査読者の方々，金井秀明幹事をはじ

めとする編集委員，学会関係者の多大なご尽力のおかげで

あり，ここに心から感謝申し上げたい．
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